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               審   査   の   要   旨 
 
 本学位論文において著者は、ホヤの神経管を閉鎖する際に生じる表皮細胞が中線方向へと移動する際に、
表皮細胞が細胞周期の間期を長くすることにより分裂までの時間的猶予を作り、そのため細胞運動が阻害され
ることなく生じるという現象を発見し、またその分子メカニズムについて、AP-2とGATAという２つの表皮分化
の必須転写因子によるcdc25の転写制御により生じることを解明した。発生過程において細胞周期が調節を受
けていることは多くの動物で知られているものの、その分子メカニズムについて詳細に解明された例は少なく、
特に生物界で広く保存されているcdc25の転写制御機構をシス解析から明らかにしたこと、脊索動物特有の構
造である神経管形成メカニズムにおける表皮の貢献を明らかにしたという点など、非常に価値の高い重要な研
究を行ったと言える。 
平成２６年１月２９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験 
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
